
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

研修報告 

口腔ケア講習 
令和２年１０月 9日（金） 

施設内研修報告 

感染症予防対策 

令和２年１１月２日（月） 

 先日「口腔ケア講習」を受講してきました。新型コロナウイルス感染症対策のため接触する実習は

行われませんでしたが、口腔ケアの基礎知識・最新技術・嚥下障害者への口腔ケアなどについて学ぶ

ことができました。 

口腔内の病原体の一つに歯周病菌がありますが、アルツハイマー、リウマチ、大腸がん、糖尿病、心疾

患、骨粗鬆症など、歯周病菌はさまざまな全身疾患への関与が指摘されています。 

「元気に長生き！！」するためにも日頃からお口の健康に気を付ける必要があります。口の中を清潔に

することで歯周病や虫歯を防ぐことができ、それは「自身の歯を 1 本でも多く長く維持する」ことにつ

ながります。 

口の中や歯が健康だと→口腔機能が向上する→食べる楽しみ喜びが増す→運動機能が向上し低栄養、

窒息、誤嚥予防になる→自身の健康につながる。 

口腔機能が低下すると、嚥下の機能が上手く働かなくなり、嚥下障害が起こることがあります。嚥下

障害になると、不潔な口の中で増え続けた細菌が唾液や食べ物と一緒に肺に流れて「誤嚥性肺炎」を

おこしたりする危険性があります。嚥下機能が低下しないように食べる前にお口の体操をすることは

とても効果があります。食べる前のお口の体操をすることで動きが滑らかになり飲み込みが上手くい

くようになるので誤嚥予防にもなります。おいしく安全に食べるためにも日頃から口の中を清潔に保

ち、口腔ケアをしていくことが大事になっていきます。 

 （文責 和久井 美奈） 

 

 今年も施設内研修で汚物処理キットの使用方法を支援者内で確認しました。毎年１１月～１２月頃に

行っていますが、二人一組で処理者・補助者で活動中に利用者が嘔吐をした想定で時間を計って行いま

した。毎年行っていましたが、防護服を着る手順や処理の仕方など忘れてしまっていることが多くあり

ました。手順を確認しつつ行うのは簡単なことですが、実際に利用者がいる中で的確な手順通りに行う

のは難しいと思いました。これからノロウイルスやインフルエンザなどが流行する時期になっていきま

す。これからも引き続き気を付けていきます。               （文責 佐藤 潤） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fillust8.com%2Fcontents%2F6275&psig=AOvVaw3lsndUTQ6WWaTvYxL7xLFh&ust=1603872529318000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCMCYhfao1OwCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Ftotal-clean-shop.com%2Fi%2Fbari1_emg&psig=AOvVaw01AR_4oFw9ZHkVMCTNAp6z&ust=1607587638279000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNiZ-eS4wO0CFQAAAAAdAAAAABAt


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は「高齢化による困りごと」をテーマに施設内研修を行いました。ゆいまあるを利用している利

用者のほとんどが３０歳以上の方々です。歳を重ねるにつれて心配されることとして病気や疾患、加

齢による筋力の低下、身体機能の低下が挙げられます。加齢による筋力低下は転倒につながり、日常

生活の中で気を付けたいことの一つです。筋力の低下は足腰からくるもので、２０歳を過ぎることで

脚の筋肉量は大きく減少していきます。 

日常生活の中で足腰の筋肉の衰えを防ぐ方法の一つとして、「立ち上がること、そしてゆっくり座る

こと」が有効です。椅子に少し浅く腰掛け、立ち座りを繰り返すだけでも足の筋力トレーニングにな

ります。ゆいまあるでも作業時間の合間などに取り入れて少しでも体を動かすことを増やしていける

ようにしていきたいです。 

 また、利用者だけではなく支援者、保護者も今まで簡単にできていたことが大変になってしまうこ

とも増えていきます。運動器の衰えとして、片足立ちで靴下がはけない・家の中でつまずいたり、滑っ

たりする・階段を上るのに手すりが必要である・家でのやや重い仕事が困難である・２㎏ほどの買い

物をして持ち帰るのが困難である・１５分以上続けて歩くことができない・横断歩道を青信号で渡り

きれないなど、あてはまるものが一つでもあると運動器の衰えのサインです。自分自身も気を付けて

生活していきたいと思います。                       （文責 佐藤 潤） 

 身体介護を行う時の声掛けや関わり方についての研修を行いました。身体介護という事で介護福祉

士の実技試験をアレンジして視覚障害を持つ利用者をモデルに２組に分かれてロールプレイングをや

ってみました。ロールプレイングを通して声掛け、関わり方についてそれぞれ「良いと思った点・悪い

と思った点」について発表を行いました。視覚障害を持つ利用者ということで通常の支援との違いに

戸惑うという意見や、相手への説明を丁寧に行うべき、声掛けは何をどう伝えるのか？長い指示では

なく短く伝えたほうがわかりやすい。具体的に距離などを伝えた方が良いという意見が出ました。 

介護の原則 安全・安楽、自立支援、個人の尊厳を守る。 

⑴ 安全・安楽…利用者の安全、安楽を心掛けるだけではなく危険を未然に防ぐ、利用者の状

態を確認する。 

⑵ 自立支援…利用者の自立を助ける介助となるよう心掛ける。できることはやってもらい残

存機能を活用する。 

⑶ 個人の尊厳を守る…利用者の人格を尊重し、自立を助けるという原則にのっとる。コミュ

ニケーションを大切にする。 

研修を終えて日ごろ「ちょっと待って」「ちょっと歩いて」などあいまいな表現をすることの多さを改

めて気づきました。今後皆でより良い支援が提供できるように頑張っていきます。 

                   （文責 栗田 百江） 

施設内研修報告 

声掛け、関わり方（良い例・悪い例） 

令和２年１０月２６日（月） 

施設内研修報告 

高齢化による困りごと～生活面／ゆいまある／自宅～ 

令和２年１１月３０日（月）

https://3.bp.blogspot.com/-ilWSpdyaT90/U6lle7Akm7I/AAAAAAAAhx4/NMEbnAGj8YA/s800/obaasan_korobu.png

